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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置が移動通信サービスを提供しているセルにおいて、前記基地局装置と無線通
信するユーザ装置であって、
　受信したキャリアアグリゲーションが行われる周波数または周波数バンドを示す情報の
いずれか１つがサポートされないセルが通知された場合、前記セルに対するアクセスまた
は通信または前記セルに対する送信を禁止することを特徴とするユーザ装置。
【請求項２】
　基地局装置が移動通信サービスを提供しているセルにおいて、前記基地局装置と無線通
信するユーザ装置であって、
　下りリンクにおいて、報知情報を受信するように構成されている報知情報受信部を具備
し、
　前記報知情報受信部は、前記報知情報に含まれる情報がサポートされない値である場合
に、前記セルを、規制されているセルとみなすように構成されており、
　前記報知情報に含まれる情報は、付加的なスペクトラムエミッション規定が適用される
か否かを示す情報であり、
　前記報知情報受信部は、前記付加的なスペクトラムエミッション規定が適用されるか否
かを示す情報がサポートされるか否かに加えて、周波数とシステム帯域幅の少なくとも１
つに基づいて、前記セルを、規制されているセルとみなすか否かについて判定するように
構成されていることを特徴とするユーザ装置。
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【請求項３】
　基地局装置が移動通信サービスを提供しているセルにおいて、前記基地局装置と無線通
信するユーザ装置における移動通信方法であって、
　受信したキャリアアグリゲーションが行われる周波数または周波数バンドを示す情報の
いずれか１つがサポートされないセルが通知される第１のステップを有し、
　前記第１のステップにおいて、前記セルに対するアクセスまたは通信または前記セルに
対する送信を禁止することを特徴とする移動通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信の技術分野に関連し、特に、次世代移動通信技術を用いる移動通信
システムにおけるユーザ装置及び移動通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　広帯域符号分割多重接続（Ｗ-ＣＤＭＡ）方式や、高速下りリンクパケットアクセス（
ＨＳＤＰＡ）方式や、高速上りリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）方式等の後継とな
る通信方式、すなわち、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）（Ｅ-ＵＴＲＡ）方式に関する仕様化作業が、標準化団体である３
ＧＰＰにおいて行われている。
【０００３】
　ＬＴＥ方式での無線アクセス方式として、下りリンクについては、直交周波数分割多重
接続（ＯＦＤＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ）方式が採用されており、上りリンクについては
、シングルキャリア周波数分割多重接続（ＳＣ-ＦＤＭＡ：Ｓｉｎｇｌｅ-Ｃａｒｒｉｅｒ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式が採
用されている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００４】
　ＯＦＤＭＡ方式は、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各
サブキャリア上にデータを載せて伝送を行うマルチキャリア伝送方式である。ＯＦＤＭＡ
方式によれば、サブキャリアを周波数軸上に直交させながら密に並べることによって、高
速伝送を実現し、周波数の利用効率を上げることが期待できる。
【０００５】
　ＳＣ-ＦＤＭＡ方式は、周波数帯域を端末毎に分割し、複数の端末間で異なる周波数帯
域を用いて伝送するシングルキャリア伝送方式である。ＳＣ-ＦＤＭＡ方式によれば、端
末間の干渉を簡易且つ効果的に低減することができることに加えて、送信電力の変動を小
さくできるので、ＳＣ-ＦＤＭＡ方式は、端末の低消費電力化及びカバレッジの拡大等の
観点から好ましい。
【０００６】
　ＬＴＥ方式の移動通信システムでは、下りリンク及び上りリンクの両方において、ユー
ザ装置に、１つ乃至２つ以上のリソースブロックが割り当てられて通信が行われる。ここ
で、リソースブロックは、移動通信システム内の１つ乃至２つ以上のユーザ装置によって
共有される。
【０００７】
　基地局装置は、サブフレーム（Ｓｕｂ-ｆｒａｍｅ）（ＬＴＥ方式では、１ｍｓ）毎に
、１つ乃至２つ以上のユーザ装置の中で、どのユーザ装置に対してリソースブロックを割
り当てるかについて決定するように構成されている（かかるプロセスは「スケジューリン
グ」と呼ばれる）。
【０００８】
　下りリンクにおいては、基地局装置が、スケジューリングで選択されたユーザ装置に対
して、１つ乃至２つ以上のリソースブロックを用いて、共有チャネル信号を送信するよう
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に構成されている。
【０００９】
　上りリンクにおいては、スケジューリングで選択されたユーザ装置が、基地局装置に対
して、１つ乃至２つ以上のリソースブロックを用いて、共有チャネル信号を送信するよう
に構成されている。
【００１０】
　そして、上述したような共有チャネルを用いた移動通信システムにおいては、サブフレ
ーム（ＬＴＥ方式では、１ｍｓ）毎に、どのユーザ装置に対して、上述の共有チャネルを
割り当てるかについてシグナリングする必要がある。
【００１１】
　かかるシグナリングに用いられる制御チャネルは、ＬＴＥ方式では、「物理下りリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｎｗｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）」或いは「下りＬ１/Ｌ２制御チャネル（ＤＬ-Ｌ１/Ｌ２　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）」と呼ばれる。
【００１２】
　かかる物理下りリンク制御チャネルの情報には、例えば、「下りスケジューリング情報
（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）」や「上りリン
クスケジューリンググラント（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔ）」等
がマッピングされる。なお、上述の下りスケジューリング情報や上りスケジューリンググ
ラントは、「下りリンク制御情報（ＤＣＩ：　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ）」とも呼ばれる。　上述の下りスケジューリング情報や上りリンク
スケジューリンググラントが、どのユーザ装置に対して、上述の共有チャネルを割り当て
るかについてシグナリングするための情報に相当する。
【００１３】
　ところで、電波を用いた移動通信システムである携帯電話や電波天文や衛星通信や航空
・海上レーダーや地球資源探査や無線ＬＡＮでは、一般的に、互いの干渉を防ぐために、
利用する周波数帯域が分離されている。
【００１４】
　また、例えば、携帯電話システムに対して割り当てられた周波数帯域を、更に複数の移
動通信システムが利用し、各移動通信システムで利用される周波数帯域は分離されている
。すなわち、電波を用いた移動通信システムは、利用する周波数帯域を分離することによ
り、システム間の干渉を防いでいる。
【００１５】
　ここで、電波を放射する送信機は、予め決められた周波数で信号を送信しなかったり、
あるいは、決められた周波数で信号を送信したとしても、許容されているよりも大きな電
力の不要波（あるいは、干渉波）を、自システムの周波数帯域とは異なる周波数帯域に送
信したりした場合に、周波数が異なる他システムに対して、多大な悪影響を与えることに
なる。
【００１６】
　上述した悪影響を回避するため、移動通信システムにおけるユーザ装置は、「Ｒｅｃｅ
ｉｖｅ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔｒａｎｓｍｉｔ」という思想のもと、基地局装置からの報知情
報を読んだ後に、上りリンクの信号を送信する、という動作が規定されている。
【００１７】
　尚、「Ｒｅｃｅｉｖｅ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔｒａｎｓｍｉｔ」における「ｒｅｃｅｉｖｅ
」とは、報知情報を受信する、という動作を指し、「ｔｒａｎｓｍｉｔ」は、上りリンク
の信号を送信する、という動作を指す。
【００１８】
　尚、上記思想は、基地局装置は、前記移動通信システムを提供する事業者が、各国の行
政の監視の下、適正に移動通信システムの運用を行うが、ユーザ装置は、一般ユーザが所
有する無線通信端末であり、監視が行き届かないという前提に基づいている。
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【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１９】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.２１１（Ｖ.８.４.０）、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ」、２００８年９月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　しかしながら、上述した背景技術には、以下の問題点がある。
【００２１】
　一般に、移動通信システムは、随時バージョンアップが行われるため、既にリリースさ
れたバージョンのユーザ装置は、その後にリリースされるバージョンの基地局装置によっ
て送信される報知情報の内、新規に追加された報知情報の情報要素を理解することができ
ない場合がある。
【００２２】
　この場合、新規に追加された報知情報の情報要素が、上述した、予め決められた周波数
で信号を送信するように、あるいは、許容されているよりも大きな電力の不要波を、自シ
ステムの周波数帯域とは異なる周波数帯域に送信しないように動作させるための情報であ
る場合に、既にリリースされたバージョンのユーザ装置が、前記情報要素の意味すること
を理解できず、結果として、適切な動作が行われず、多大な悪影響を引き起こすという問
題点がある。
【００２３】
　また、上述したリリースに関係なく、報知情報のある情報要素に関連する機能が、オプ
ションの機能として定義されている場合、ユーザ装置は、当該情報要素を理解することが
できない、あるいは、サポートしない場合がある。この場合も、同様に、適切な動作が行
われず、多大な悪影響を引き起こすという問題がある。
【００２４】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、基地局装置によって送信
される報知情報に含まれる情報がサポートされない値である場合に、不要な干渉波により
他システムに対して悪影響を与えるといった事象を回避することができるユーザ装置及び
移動通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　本発明の第１の特徴は、基地局装置が移動通信サービスを提供しているセルにおいて、
前記基地局装置と無線通信するユーザ装置であって、下りリンクにおいて、報知情報を受
信するように構成されている報知情報受信部を具備し、前記報知情報受信部は、前記報知
情報に含まれる情報がサポートされない値である場合に、前記セルを、規制されているセ
ルとみなすことを要旨とする。
【００２６】
　本発明の第２の特徴は、基地局装置が移動通信サービスを提供しているセルにおいて、
前記基地局装置と無線通信するユーザ装置における移動通信方法であって、下りリンクに
おいて、報知情報を受信する第１のステップを有し、前記第１のステップにおいて、前記
報知情報に含まれる情報がサポートされない場合に、前記セルを、規制されているセルと
みなすことを要旨とする。
【発明の効果】
【００２７】
　以上説明したように、本発明によれば、基地局装置によって送信される報知情報に含ま
れる情報がサポートされない値である場合に、不要な干渉波により他システムに対して悪
影響を与えるといった事象を回避することができるユーザ装置及び移動通信方法を提供す
ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る基地局装置の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るユーザ装置の機能ブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るユーザ装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態に係るユーザ装置の動作を示すフローチャートである。
【図６】本発明の第１の実施形態に係るユーザ装置の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　以下、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて、図面を参照しつつ説
明する。本実施形態を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を
用い、繰り返しの説明は省略する。
【００３０】
　図１を参照しながら、本実施形態に係るユーザ装置１００ｎ（１００１、１００２、１
００３、・・・１００ｎ、ｎは、ｎ＞０の整数）及び基地局装置２００を有する移動通信
システムについて説明する。
【００３１】
　移動通信システム１０００は、例えば、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲ
ＡＮ（別名：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、或いは、Ｓｕｐｅｒ　３Ｇ）」
方式、あるいは、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄが適用されるシステムである。
【００３２】
　移動通信システム１０００は、基地局装置（ｅＮＢ：ｅＮｏｄｅ　Ｂ）２００と、基地
局装置２００と通信する複数のユーザ装置（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１０
０ｎ（１００１、１００２、１００３、・・・１００ｎ、ｎは、ｎ＞０の整数）とを備え
る。
【００３３】
　基地局装置２００は、上位局、例えば、アクセスゲートウェイ装置３００と接続され、
アクセスゲートウェイ装置３００は、コアネットワーク４００と接続される。ユーザ装置
１００ｎは、セル５０において基地局装置２００と「Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ
　ＵＴＲＡＮ」方式により通信を行っている。なお、アクセスゲートウェイ装置３００は
、ＭＭＥ/ＳＧＷ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ/Ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　Ｇａｔｅｗａｙ）と呼ばれてもよい。
【００３４】
　各ユーザ装置（１００１、１００２、１００３、・・・１００ｎ）は、同一の構成、機
能、状態を有するので、以下では、特段の断りがない限り、ユーザ装置１００ｎとして説
明を進める。説明の便宜上、基地局装置と無線通信するものを、ユーザ装置とするが、本
発明は、移動端末も固定端末も含む移動局、移動端末（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉ
ｏｎ）が用いられる場合に適用可能である。
【００３５】
　移動通信システム１０００では、無線アクセス方式として、下りリンクについては「Ｏ
ＦＤＭＡ（直交周波数分割多元接続）方式」が適用され、上りリンクについては「ＳＣ-
ＦＤＭＡ（シングルキャリア-周波数分割多元接続）方式」が適用される。
【００３６】
　上述したように、ＯＦＤＭＡ方式は、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリ
ア）に分割し、各サブキャリアにデータをマッピングして通信を行うマルチキャリア伝送
方式である。また、ＳＣ-ＦＤＭＡ方式は、周波数帯域を端末毎に分割し、複数の端末が
互いに異なる周波数帯域を用いることで、端末間の干渉を低減するシングルキャリア伝送
方式である。
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【００３７】
　ここで、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ」方式で用いられる通信チ
ャネルについて説明する。
【００３８】
　下りリンクについては、各ユーザ装置１００ｎで共有される「物理下りリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）」及び「物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）」が用いられる
。
【００３９】
　物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）により、ユーザデータ、すなわち、通常のデータ信号が伝
送される。また、ＰＤＣＣＨにより、ＰＤＳＣＨを用いて通信を行うユーザのＩＤやユー
ザデータのトランスポートフォーマットの情報（すなわち、下りスケジューリング情報）
や、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈ
ａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いて通信を行うユーザのＩＤやユーザデータのトランス
ポートフォーマットの情報（すなわち、上りスケジューリンググラント）等が通知される
。
【００４０】
　ＰＤＣＣＨは、「下りＬ１/Ｌ２制御チャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｌ１／Ｌ２　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）」と呼ばれてもよい。また、「下りスケジューリング情報
」や「上りスケジューリンググラント」は、まとめて、「下りリンク制御情報（ＤＣＩ）
」と呼ばれてもよい。
【００４１】
　また、下りリンクにおいては、論理チャネルとして「ＢＣＣＨ：Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ」が送信される。
【００４２】
　ＢＣＣＨの一部は、トランスポートチャネルである「ＢＣＨ：Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ」」にマッピングされ、ＢＣＨにマッピングされた情報は、物理チャネルで
ある「Ｐ-ＢＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ」により、
該当するセル内のユーザ装置１００ｎに送信される。
【００４３】
　また、ＢＣＣＨの一部は、トランスポートチャネルである「ＤＬ-ＳＣＨ：Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ」にマッピングされ、ＤＬ-ＳＣＨにマッピング
された情報は、物理チャネルである「ＰＤＳＣＨ」により、該当するセル内のユーザ装置
１００ｎに送信される。
【００４４】
　ＢＣＣＨ/ＤＬ-ＳＣＨ/ＰＤＳＣＨにより送信される報知チャネルは、ダイナミック報
知チャネル（Ｄ-ＢＣＨ）と呼ばれてもよい。
【００４５】
　なお、ＢＣＣＨにより送信される情報要素として、付加的なスペクトラムエミッション
規定が適用されるか否かを通知するＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉ
ｏｎが通知される。例えば、ＢＣＣＨ信号の１つである「ＳＩＢ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　Ｔｙｐｅ　２」の一部の情報要素として、かかるＡｄｄ
ｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎが通知されてもよい。
【００４６】
　なお、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎは、ＲＲＣメッセ
ージにより、基地局装置２００からユーザ装置１００ｎに通知されてもよい。ここで、Ｒ
ＲＣメッセージとは、例えば、Ｈａｎｄｏｖｅｒを指示するＲＲＣメッセージである「Ｈ
ａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ」であってもよい。なお、前記ＲＲＣメッセージは、論
理チャネルとしては、ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）である。
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【００４７】
　なお、ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎは、上述したＳＩＢ２
以外のシステムインフォーメーションブロックの情報要素の一部として、ユーザ装置１０
０ｎに通知されてもよい。
【００４８】
　上りリンクについては、各ユーザ装置１００ｎで共有して使用されるＰＵＳＣＨ及びＰ
ＵＣＣＨが用いられる。かかるＰＵＳＣＨにより、ユーザデータ、すなわち、通常のデー
タ信号が伝送される。
【００４９】
　また、ＰＵＣＣＨにより、ＰＤＳＣＨのスケジューリング処理や適応変復調及び符号化
処理（ＡＭＣＳ：　Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　
Ｓｃｈｅｍｅ）に用いるための下りリンクの品質情報（ＣＱＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａ
ｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、及び、ＰＵＳＣＨの送達確認情報（Ａｃｋｎｏｗｌｅ
ｄｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が伝送される。
【００５０】
　かかる送達確認情報の内容は、送信信号が適切に受信されたことを示す肯定応答（ＡＣ
Ｋ：Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）又は送信信号が適切に受信されなかったことを示
す否定応答（ＮＡＣＫ：Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）の何れか
で表現される。
【００５１】
　なお、上述したＣＱＩや送達確認情報の送信タイミングが、ＰＵＳＣＨの送信タイミン
グと同じである場合には、かかるＣＱＩや送達確認情報を、ＰＵＳＣＨに多重して送信し
てもよい。
【００５２】
　以下、図２を参照しながら、本実施形態に係る基地局装置２００について説明する。
【００５３】
　基地局装置２００は、送受信アンテナ２０２と、アンプ部２０４と、送受信部２０６と
、ベースバンド信号処理部２０８と、呼処理部２１０と、伝送路インターフェース２１２
とを備える。
【００５４】
　下りリンクにより基地局装置２００からユーザ装置１００ｎに送信されるユーザデータ
は、基地局装置２００の上位に位置する上位局、例えば、アクセスゲートウェイ装置３０
０から伝送路インターフェース２１２を介してベースバンド信号処理部２０８に入力され
る。
【００５５】
　かかるユーザデータについては、ベースバンド信号処理部２０８では、ＰＤＣＰレイヤ
ーの送信処理や、分割・結合処理やＲＬＣ（ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）再
送制御処理等のＲＬＣレイヤーの送信処理や、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）再送制御処理、例えば、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　
Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ）の送信処理や、スケジューリング処理や、伝送フォーマ
ット選択処理や、チャネル符号化処理や、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：　Ｉｎｖｅｒ
ｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）処理等が行われて、送受信部２
０６に転送される。
【００５６】
　また、ＲＲＣメッセージであるＤＣＣＨに関しても、チャネル符号化処理や逆高速フー
リエ変換処理等の送信処理が行われて、送受信部２０６に転送される。
【００５７】
　また、下りリンク制御チャネルであるＰＤＣＣＨを介して送信される下りリンク制御信
号に関しても、チャネル符号化処理や逆高速フーリエ変換処理等の送信処理が行われて、
送受信部２０６に転送される。
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【００５８】
　また、ベースバンド信号処理部２０８は、報知情報であるＢＣＣＨ信号を生成し、チャ
ネル符号化処理や逆高速フーリエ変換処理等の送信処理を行い、送受信部２０６に転送す
る。
【００５９】
　なお、ＢＣＣＨ信号には、上述したように、トランスポートチャネルとしてＢＣＨにマ
ッピングされ、物理チャネルとしてＰ-ＢＣＨにマッピングされるもの、及び、トランス
ポートチャネルとしてはＤＬ-ＳＣＨにマッピングされ、物理チャネルとしてＰＤＳＣＨ
にマッピングされるものがある。
【００６０】
　ベースバンド信号処理部２０８から出力されたベースバンド信号は、送受信部２０６で
無線周波数信号に変換する周波数変換処理が施され、その後、アンプ部２０４で増幅され
て送受信アンテナ２０２より送信される。
【００６１】
　一方、上りリンクによりユーザ装置１００ｎから基地局装置２００に送信されるデータ
については、送受信アンテナ２０２で受信された無線周波数信号が、アンプ部２０４で増
幅され、送受信部２０６で周波数変換されてベースバンド信号に変換され、ベースバンド
信号処理部２０８に入力される。
【００６２】
　ベースバンド信号処理部２０８では、入力されたベースバンド信号に含まれるユーザデ
ータに対して、ＦＦＴ処理や、ＩＤＦＴ処理や、誤り訂正復号処理や、ＭＡＣ再送制御の
受信処理、ＲＬＣレイヤーの受信処理や、ＰＤＣＰレイヤーの受信処理等がなされ、伝送
路インターフェース２１２を介してアクセスゲートウェイ装置３００に転送される。
【００６３】
　呼処理部２１０は、通信チャネルの設定や解放等の呼処理や、無線基地局２００の状態
管理や、無線リソースの管理を行う。
【００６４】
　図３を参照しながら、本実施形態に係るユーザ装置１００ｎについて説明する。図３に
示すように、ユーザ装置１００ｎは、送受信アンテナ１０２と、アンプ部１０４と、送受
信部１０６と、ベースバンド信号処理部１０８と、アプリケーション部１１０と報知情報
受信部１１２とセル選択／再選択部１１４を具備する。
【００６５】
　下りリンクのデータについては、送受信アンテナ１０２で受信された無線周波数信号が
、アンプ部１０４で増幅され、送受信部１０６で周波数変換されてベースバンド信号に変
換される。
【００６６】
　かかるベースバンド信号は、ベースバンド信号処理部１０８で、ＦＦＴ処理や、誤り訂
正復号処理や、再送制御の受信処理等が施される。かかる下りリンクのデータの内、下り
リンクのユーザデータは、アプリケーション部１１０に転送され、アプリケーション部１
１０で、物理レイヤーやＭＡＣレイヤーより上位のレイヤーに関する処理等が施される。
【００６７】
　また、かかる下りリンクのデータの内、報知情報は、アプリケーション部１１０を介し
て、報知情報受信部１１２に転送される。尚、前記報知情報とは、論理チャネルとしては
、ＢＣＣＨであり、上述したように、トランスポートチャネルとしてＢＣＨにマッピング
され、物理チャネルとしてＰ-ＢＣＨにマッピングされるもの、及び、トランスポートチ
ャネルとしてＤＬ-ＳＣＨにマッピングされ、物理チャネルとしてＰＤＳＣＨにマッピン
グされるものがある。
【００６８】
　尚、上述した例では、報知情報は、アプリケーション部１１０を介して、報知情報受信
部１１２に転送されたが、代わりに、ベースバンド信号処理部１０８から直接報知情報受
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信部１１２に転送されてもよい。
【００６９】
　また、ベースバンド信号処理部１０８において、かかるベースバンド信号に含まれる下
りリンクのリファレンス信号が抽出され、セル選択／再選択部１１４に送付される。
【００７０】
　アプリケーション部１１０は、物理レイヤーやＭＡＣレイヤーより上位のレイヤーに関
する処理等を行う。
【００７１】
　報知情報受信部１１２は、ベースバンド信号処理部１０８から、アプリケーション部１
１０を介して、あるいは、直接、報知情報を受け取る。
【００７２】
　そして、報知情報受信部１１２は、前記報知情報に含まれる情報がサポートされない値
である場合に、前記報知情報が送信されているセルを、「規制されているセル」とみなす
と扱うように構成されている。
【００７３】
　ここで、「規制されているセル」とは、例えば、Ｂａｒｒｅｄ　Ｃｅｌｌであってもよ
いし、あるいは、アクセスまたは通信が制限されているセルであってもよいし、あるいは
、アクセスまたは通信が禁止されているセルと呼ばれてもよい。
【００７４】
　また、「規制されているセル」とみなすとは、そのセルを「規制されているセル」とし
て扱うという動作であってもよい。
【００７５】
　すなわち、報知情報受信部１１２は、前記報知情報に含まれる情報がサポートされない
値である場合に、そのセルへのアクセスが規制されている、あるいは、禁止されていると
みなしてもよい。
【００７６】
　あるいは、報知情報受信部１１２は、前記報知情報に含まれる情報がサポートされない
値である場合に、そのセルとの通信が規制されている、あるいは、禁止されているとみな
してもよい。
【００７７】
　また、「報知情報に含まれる情報がサポートされない」とは、例えば、前記報知情報に
含まれる情報として、ユーザ装置１００ｎがサポートしていない値が通知されているとい
う意味であってもよいし、あるいは、前記報知情報に含まれる情報として、ユーザ装置１
００ｎが認識できない値が通知されているという意味であってもよい。
【００７８】
　尚、報知情報受信部１２は、予め指定されている所定の情報要素に関して、報知情報に
含まれる情報要素がサポートされない値である場合に、そのセルを「規制されているセル
」とみなしてもよい。
【００７９】
　この場合、報知情報受信部１２は、予め指定されている所定の情報要素以外の情報要素
に関しては、報知情報に含まれる情報要素がサポートされない値であっても、そのセルを
「規制されているセル」とみなさないという処理を行ってもよい。
【００８０】
　上述した動作に関して、さらに、具体的に説明を行う。
【００８１】
　例えば、報知情報受信部１２は、報知情報に含まれる情報要素として、システム帯域幅
の値が通知され、かつ、前記システム帯域幅の値が、ユーザ装置１００ｎがサポートしな
い値であった場合に、前記報知情報が送信されるセルを「規制されているセル」とみなし
てもよい。ここで、前記システム帯域幅の値は、上りリンクのシステム帯域幅であっても
よいし、下りリンクのシステム帯域幅であってもよい。
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【００８２】
　より具体的には、報知情報受信部１２は、前記システム帯域幅の値として、４ＭＨｚが
通知され、前記４ＭＨｚが、ユーザ装置１００ｎがサポートしないシステム帯域幅の値で
ある場合に、その４ＭＨｚというシステム帯域幅を通知するセルを「規制されているセル
」とみなしてもよい。
【００８３】
　尚、前記システム帯域幅の値は、Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎが行われる
場合の、コンポーネントキャリアのシステム帯域幅の値であってもよい。
【００８４】
　この場合、少なくとも１つのコンポーネントキャリアのシステム帯域幅が、サポートし
ないシステム帯域幅である場合に、報知情報受信部１２は、そのセルを「規制されている
セル」とみなしてもよい。
【００８５】
　あるいは、報知情報受信部１２は、全てのコンポーネントキャリアのシステム帯域幅が
、サポートしないシステム帯域幅である場合に、そのセルを「規制されているセル」とみ
なしてもよい。コンポーネントキャリアのシステム帯域幅は、単純に、１つのコンポーネ
ントキャリアにおけるトータルの帯域幅を示す値であれば、システム帯域幅であってもよ
いし、チャネル帯域幅であってもよい。
【００８６】
　例えば、報知情報受信部１２は、報知情報に含まれる情報要素として、上りリンクの周
波数の値が通知され、かつ、前記上りリンクの周波数の値が、ユーザ装置１００ｎがサポ
ートしない値であった場合に、前記報知情報が送信されるセルを「規制されているセル」
とみなしてもよい。尚、前記上りリンクの周波数の値ではなく、下りリンクの周波数が、
ユーザ装置１００ｎがサポートしない値であった場合に、前記報知情報が送信されるセル
を「規制されているセル」とみなしてもよい。
【００８７】
　あるいは、報知情報受信部１２は、下りリンクの周波数と上りリンクの周波数の差が、
ユーザ装置１００ｎがサポートしない値であった場合に、前記報知情報が送信されるセル
を「規制されているセル」とみなしてもよい。
【００８８】
　尚、前記下りリンクの周波数と上りリンクの周波数の差は、ＴＸ-ＲＸ　Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｓｅｐａｒａｔｉｏｎ、あるいは、ＴＸ-ＲＸ ｃａｒｒｉｅｒ ｃｅｎｔｒｅ ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｅｐａｒａｔｉｏｎと呼ばれてもよい。
【００８９】
　より具体的には、報知情報受信部１２は、前記上りリンクの周波数の値として、２００
０ＭＨｚが通知され、前記２０００ＭＨｚが、ユーザ装置１００ｎがサポートしない上り
リンクの周波数の値である場合に、その２０００ＭＨｚという上りリンクの周波数を通知
するセルを「規制されているセル」とみなしてもよい。
【００９０】
　あるいは、報知情報受信部１２は、前記上りリンクの周波数の値として、前記上りリン
クの周波数の値と、下りリンクの周波数の値から算出される、下りリンクの周波数と上り
リンクの周波数の差が、ユーザ装置１００ｎがサポートしない値であった場合に、前記報
知情報が送信されるセルを「規制されているセル」とみなしてもよい。ここで、前記下り
リンクの周波数は、例えば、セルサーチにおいて、下りリンクの同期信号を受信すること
により算出されてもよい。
【００９１】
　尚、前記上りリンク又は下りリンクの周波数の値又は下りリンクの周波数と上りリンク
の周波数の差は、Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎが行われる場合の、コンポー
ネントキャリアの上りリンクまたは下りリンクの周波数の値または下りリンクの周波数と
上りリンクの周波数の差であってもよい。
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【００９２】
　この場合、報知情報受信部１２は、少なくとも１つのコンポーネントキャリアの上りリ
ンクまたは下りリンクの周波数または下りリンクの周波数と上りリンクの周波数の差が、
サポートしない周波数である場合に、そのセルを「規制されているセル」とみなしてもよ
い。
【００９３】
　あるいは、報知情報受信部１２は、全てのコンポーネントキャリアの上りリンクまたは
下りリンクの周波数または下りリンクの周波数と上りリンクの周波数の差が、サポートし
ない周波数である場合に、そのセルを「規制されているセル」とみなしてもよい。
【００９４】
　例えば、報知情報受信部１２は、報知情報に含まれる情報要素として、キャリアアグリ
ゲーションが行われる場合の周波数バンドを示す情報が通知され、かつ、前記キャリアア
グリゲーションが行われる場合の周波数バンドが、ユーザ装置１００ｎがサポートしない
周波数バンドであった場合に、前記報知情報が送信されるセルを「規制されているセル」
とみなしてもよい。
【００９５】
　より具体的には、報知情報受信部１２は、前記キャリアアグリゲーションが行われる場
合の周波数バンドとして、Ｂａｎｄ１とＢａｎｄ３が通知され、前記Ｂａｎｄ１とＢａｎ
ｄ３のキャリアアグリゲーションを、ユーザ装置１００ｎがサポートしない場合に、その
セルを「規制されているセル」とみなしてもよい。
【００９６】
　尚、キャリアアグリゲーションが行われる場合の周波数バンドがサポートされないとは
、キャリアアグリゲーションが行われる複数の周波数のバンドの内、少なくとも１つがサ
ポートされないことを意味してもよいし、あるいは、キャリアアグリゲーションが行われ
る場合の周波数バンドの組み合わせがサポートされないことを意味してもよい。
【００９７】
　あるいは、キャリアアグリゲーションが行われる場合の周波数バンドがサポートされな
いとは、キャリアアグリゲーションが行われる複数の周波数のバンドの内、全ての周波数
バンドがサポートされないことを意味してもよい。
【００９８】
　尚、上述した例においては、キャリアアグリゲーションが行われる場合の周波数バンド
に関して、サポートされるか否かに基づいて、「規制されているセル」とみなすか否かが
決定されたが、代わりに、キャリアアグリゲーションが行われる場合のキャリアの周波数
に関連する情報に関して、サポートされるか否かに基づいて、「規制されているセル」と
みなすか否かが決定されてもよい。ここで、キャリアの周波数に関連する情報とは、周波
数そのものの値であってもよいし、中心周波数の値であってもよい。
【００９９】
　あるいは、キャリアアグリゲーションが行われる場合の、上りリンクの制御情報を送信
する周波数バンドが、当該ユーザ装置１００ｎがサポートしない周波数バンドである場合
に、報知情報受信部１２は、当該セルを「規制されているセル」とみなしてもよい。尚、
上述した処理においては、上りリンクの制御情報を送信する周波数バンドではなく、上り
リンクの制御情報の周波数に関してサポートされるか否かが判定されてもよい。
【０１００】
　あるいは、キャリアアグリゲーションが行われる場合の、上りリンクのランダムアクセ
スチャネルを送信する周波数バンドが、当該ユーザ装置１００ｎがサポートしない周波数
バンドである場合に、報知情報受信部１２は、当該セルを「規制されているセル」とみな
してもよい。尚、上述した処理においては、上りリンクのランダムアクセスチャネルを送
信する周波数バンドではなく、上りリンクのランダムアクセスチャネルの周波数に関して
サポートされるか否かが判定されてもよい。
【０１０１】
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　尚、上述したように、システム帯域幅を示す情報や、上りリンクの周波数を示す情報等
が、サポートされない場合に、当該セルを「規制されているセル」とみなすことにより、
不用意に上りリンクの信号を送信し、他システムに悪影響を与えることを回避することが
可能となる。
【０１０２】
　あるいは、例えば、報知情報受信部１２は、報知情報に含まれる情報要素として、付加
的なスペクトラムエミッション規定が適用されるか否かを通知するＡｄｄｉｔｉｏｎａｌ
ＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎが通知され、かつ、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅ
ｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値が、ユーザ装置１００ｎがサポートしない値であった場
合に、前記報知情報が送信されるセルを「規制されているセル」とみなしてもよい。
【０１０３】
　尚、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎは、例えば、付加的
に、他システムへの干渉を抑圧するために適用される情報要素であってもよい。
【０１０４】
　より具体的には、報知情報受信部１２は、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍ
Ｅｍｉｓｓｉｏｎの値として、ＮＳ＿１２が通知され、前記ＮＳ＿１２が、ユーザ装置１
００ｎがサポートしない値である場合に、そのＡｄｄｉｔｉｎｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍ
Ｅｍｉｓｓｉｏｎを通知するセルを「規制されているセル」とみなしてもよい。
【０１０５】
　あるいは、例えば、報知情報受信部１２は、報知情報に含まれる情報要素として、付加
的なスペクトラムエミッション規定が適用されるか否かを通知するＡｄｄｉｔｉｏｎａｌ
ＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎが通知され、かつ、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅ
ｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値が、ユーザ装置１００ｎが認識しない値であった場合に
、前記報知情報が送信されるセルを「規制されているセル」とみなしてもよい。
【０１０６】
　ここで、前記認識しない値とは、例えば、ユーザ装置１００ｎがサポートするリリース
よりも後のリリースで定義された値であり、ユーザ装置１００ｎが認識できない値であっ
てもよい。
【０１０７】
　また、前記サポートしない値とは、例えば、前記ＮＳ＿１２をサポートするか否かが、
オプションの機能として選択できるように定義されており、ユーザ装置１００ｎの動作と
して、サポートしない、というものであってもよい。
【０１０８】
　より具体的には、報知情報受信部１２は、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍ
Ｅｍｉｓｓｉｏｎの値として、ＮＳ＿１２が通知され、前記ＮＳ＿１２が、ユーザ装置１
００ｎが認識しない値である場合に、そのＡｄｄｉｔｉｎｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍ
ｉｓｓｉｏｎを通知するセルを「規制されているセル」とみなしてもよい。
【０１０９】
　以下に、ＡｄｄｉｔｉｎｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値が、ユーザ装
置１００ｎがサポートしない値である場合、または、ユーザ装置１００ｎが認識しない値
である場合に、報知情報受信部１２が、そのセルを「規制されているセル」とみなすこと
の効果を説明する。
【０１１０】
　前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎという情報要素は、他シ
ステムへの干渉レベルを低減するために、あるいは、他システムへの干渉レベルを許容さ
れている値以下にするために通知されている情報要素である。
【０１１１】
　すなわち、ユーザ装置１００ｎは、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉ
ｓｓｉｏｎという情報要素に基づいて、他システムへの干渉レベルを低減する、あるいは
、他システムへの干渉レベルを許容されている値以下にするように動作を行う。
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【０１１２】
　言い換えれば、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値がサ
ポートしない値である、あるいは、認識できない値であるにも関わらず、当該セルと通信
を行う、あるいは、通信を行おうと試みる場合、前記他システムに干渉信号を送信する可
能性があり、結果として、前記他システムの通信品質を劣化させる可能性がある。
【０１１３】
　よって、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値がサポート
しない値である、あるいは、認識できない値である場合に、報知情報受信部１２は、当該
セルを「規制されているセル」とみなすことにより、上述した他システムの通信品質の劣
化を回避することが可能となる。
【０１１４】
　あるいは、例えば、報知情報受信部１２は、報知情報に含まれる付加的なスペクトラム
エミッション規定が適用されるか否かを通知するＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍ
Ｅｍｉｓｓｉｏｎと、当該セルの下りリンクまたは上りリンクの周波数と、当該セルのシ
ステム帯域幅の少なくとも１つに基づいて、当該セルを「規制されているセル」とみなす
か否かの判定を行ってもよい。
【０１１５】
　例えば、報知情報受信部１２は、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓ
ｓｉｏｎの値がＮＳ＿１５であり、かつ、当該セルの下りリンクまたは上りリンクの周波
数が所定の周波数帯域に含まれる場合に、当該セルを「規制されているセル」とみなすよ
うに構成されていてもよい。
【０１１６】
　尚、所定の周波数帯域とは、例えば、１０００ＭＨｚから１２００ＭＨｚという周波数
の範囲であってもよいし、１０００ＭＨｚ以下という周波数の範囲であってもよいし、１
４００ＭＨｚ以上という周波数の範囲であってもよいし、１３００ＭＨｚという周波数の
値であってもよい。
【０１１７】
　ここで、報知情報受信部１２が、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓ
ｓｉｏｎの値と、下りリンク、または、上りリンクの周波数とに基づいて、当該セルを「
規制されているセル」とみなすか否かの判定を行う効果を示す。
【０１１８】
　上述した、他システムに与える干渉信号の影響度合いは、一般に、自システムの周波数
帯域が、他システムの周波数帯域に近いか否かに依存する。よって、前記Ａｄｄｉｔｉｏ
ｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値をサポートするか否かの情報に加えて、自
システムの周波数に基づいて、当該セルを「規制されているセル」とみなすか否かの判定
を行うことにより、より適切に、当該セルを「規制されているセル」とみなすか否かの判
定を行うことが可能となる。
【０１１９】
　例えば、報知情報受信部１２が、他システムの周波数と自システムの周波数が近く、か
つ、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値、当該ＵＥがサポ
ートしないである場合にのみ、当該セルを「規制されているセル」とみなすことにより、
他システムの周波数と自システムの周波数が遠い場合には、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳ
ｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値がサポートしない値であっても、当該セルを「規制
されているセル」とみなさなくてもよくなる、すなわち、当該セルに在圏することが可能
となり、かつ、当該セルにおいて通信を行うことが可能となる。
【０１２０】
　あるいは、例えば、報知情報受信部１２は、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕ
ｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値がＮＳ＿１５であり、かつ、当該セルの下りリンクまたは上りリ
ンクの周波数が所定の周波数帯域に含まれ、かつ、当該セルのシステム帯域幅が所定の値
である場合に、当該セルを「規制されているセル」とみなすように構成されていてもよい
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【０１２１】
　尚、所定の周波数帯域とは、例えば、１０００ＭＨｚから１２００ＭＨｚという周波数
の範囲であってもよいし、１０００ＭＨｚ以下という周波数の範囲であってもよいし、１
４００ＭＨｚ以上という周波数の範囲であってもよいし、１３００ＭＨｚという周波数の
値であってもよい。
【０１２２】
　また、当該セルのシステム帯域幅が所定の値である場合とは、例えば、当該セルのシス
テム帯域幅が２０ＭＨｚである場合や、当該セルのシステム帯域幅が１５ＭＨｚである場
合や、当該セルのシステム帯域幅が１５ＭＨｚまたは２０ＭＨｚである場合や、当該セル
のシステム帯域幅が１５ＭＨｚ以上である場合であってもよい。
【０１２３】
　ここで、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値と、下りリ
ンク、または、上りリンクの周波数と、当該セルのシステム帯域幅とに基づいて、報知情
報受信部１２が、当該セルを「規制されているセル」とみなすか否かの判定を行う効果を
示す。
【０１２４】
　上述した、他システムに与える干渉信号の影響度合いは、一般に、自システムの周波数
帯域が、他システムの周波数帯域に近いか否かと、システム帯域幅に依存する。よって、
前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値をサポートするか否か
の情報に加えて、自システムの周波数とシステム帯域幅に基づいて、当該セルを「規制さ
れているセル」とみなすか否かの判定を行うことにより、より適切に、当該セルを「規制
されているセル」とみなすか否かの判定を行うことが可能となる。
【０１２５】
　例えば、報知情報受信部１２が、他システムの周波数と自システムの周波数が近く、か
つ、システム帯域幅が大きく、かつ、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉ
ｓｓｉｏｎの値がサポートしないである場合にのみ、当該セルを「規制されているセル」
とみなすことにより、他システムの周波数と自システムの周波数が遠い場合や、システム
帯域幅が小さい場合には、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎ
の値がサポートしない値であっても、当該セルを「規制されているセル」とみなさなくて
もよくなる、すなわち、当該セルにおいて通信を行うことが可能となる。
【０１２６】
　あるいは、例えば、報知情報受信部１２は、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕ
ｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値がＮＳ＿１５であり、かつ、当該セルの周波数バンドが所定の値
であり、かつ、当該セルのシステム帯域幅が所定の値である場合に、当該セルを「規制さ
れているセル」とみなすように構成されていてもよい。
【０１２７】
　尚、所定の周波数バンドとは、例えば、バンド１やバンド２といった、予めきめられて
いるバンドであってもよい。あるいは、予めＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍ
ｉｓｓｉｏｎの値と周波数バンドの値の関係が定義され、その関係がある周波数バンドで
あってもよい。
【０１２８】
　また、当該セルのシステム帯域幅が所定の値である場合とは、例えば、当該セルのシス
テム帯域幅が２０ＭＨｚである場合や、当該セルのシステム帯域幅が１５ＭＨｚである場
合や、当該セルのシステム帯域幅が１５ＭＨｚまたは２０ＭＨｚである場合や、当該セル
のシステム帯域幅が１５ＭＨｚ以上である場合であってもよい。
【０１２９】
　ここで、報知情報受信部１２が、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓ
ｓｉｏｎの値と、周波数バンドと、当該セルのシステム帯域幅とに基づいて、当該セルを
「規制されているセル」とみなすか否かの判定を行う効果を示す。
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【０１３０】
　上述した、他システムに与える干渉信号の影響度合いは、一般に、自システムの周波数
帯域が、他システムの周波数帯域に近いか否かと、システム帯域幅に依存する。
【０１３１】
　ここで、周波数バンドが特定された場合、上りリンク及び下りリンクの周波数帯域、も
しくは、周波数帯域の範囲が特定される。よって、報知情報受信部１２が、前記Ａｄｄｉ
ｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値をサポートするか否かの情報に加え
て、周波数バンドとシステム帯域幅に基づいて、当該セルを「規制されているセル」とみ
なすか否かの判定を行うことにより、より適切に、当該セルを「規制されているセル」と
みなすか否かの判定を行うことが可能となる。
【０１３２】
　例えば、報知情報受信部１２が、他システムの周波数と自システムの周波数が近く、か
つ、システム帯域幅が大きく、かつ、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉ
ｓｓｉｏｎの値がサポートしないである場合にのみ、当該セルを「規制されているセル」
とみなすことにより、他システムの周波数と自システムの周波数が遠い場合や、システム
帯域幅が小さい場合には、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎ
の値がサポートしない値であっても、当該セルを「規制されているセル」とみなさなくて
もよくなる、すなわち、当該セルにおいて通信を行うことが可能となる。
【０１３３】
　尚、上述した例においては、報知情報受信部１２が、ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔ
ｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値に加えて、下りリンクまたは上りリンクの周波数や、システ
ム帯域幅や、周波数バンドに基づいて、当該セルを「規制されているセル」とみなすか否
かの処理を行っているが、ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値
と、下りリンクまたは上りリンクの周波数と、システム帯域幅と、周波数バンドの少なく
とも１つに基づいて、当該セルを「規制されているセル」とみなすか否かの処理を行って
もよい。
【０１３４】
　尚、前記下りリンクまたは上りリンクの周波数やシステム帯域幅、周波数バンドは、報
知情報により基地局装置２００から通知されてもよいし、ＲＲＣメッセージにより基地局
装置２００から通知されてもよいし、同期信号により基地局装置２００から通知されても
よい。
【０１３５】
　同期信号により通知される場合には、前記同期信号を用いてセルサーチを行う際に、イ
ンプリシットに、前記下りリンクまたは上りリンクの周波数やシステム帯域幅、周波数バ
ンドが通知されてもよい。
【０１３６】
　尚、報知情報受信部１２は、報知情報ではなく、ＲＲＣメッセージの情報要素として、
ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎ等の情報要素を受信した場合に
も、上述したような、そのセルを「規制されているセル」とみなすか否かの判定を行って
もよい。
【０１３７】
　ここで、例えば、ユーザ装置１００ｎは、ハンドオーバを行う際に、ハンドオーバ先の
セルに関する、上記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎ等の情報要
素を、ハンドオーバ元のセルから受信してもよい。
【０１３８】
　尚、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎは、キャリアアグリ
ゲーションが行われる場合の、各コンポーネントキャリアにおけるＡｄｄｉｔｉｏｎａｌ
ＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎの値であってもよい。
【０１３９】
　すなわち、報知情報受信部１２は、各コンポーネントキャリアにおけるＡｄｄｉｔｉｏ



(16) JP 4954251 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

ｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎに関して、上述した判定を行い、少なくとも１
つのコンポーネントキャリアに関して、サポートされないＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃ
ｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎが送信されている場合に、当該セルを「規制されているセル」
とみなしてもよい。
【０１４０】
　あるいは、報知情報受信部１２は、各コンポーネントキャリアにおけるＡｄｄｉｔｉｏ
ｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎに関して、上述した判定を行い、全てのコンポ
ーネントキャリアに関して、サポートされないＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥ
ｍｉｓｓｉｏｎが送信されている場合に、当該セルを「規制されているセル」とみなして
もよい。
【０１４１】
　尚、上述したＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎは、例えば、Ｂ
ＣＣＨ信号の１つである「ＳＩＢ１」の情報要素として送信されてもよいし、ＳＩＢ２の
情報要素として送信されてもよいし、ＭＩＢの情報要素として送信されてもよい。
【０１４２】
　また、ＲＲＣメッセージの一部として、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥ
ｍｉｓｓｉｏｎが受信された場合には、前記ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍ
ｉｓｓｉｏｎは、アプリケーション部１１０を介して、後述する報知情報受信部１１２に
転送される。
【０１４３】
　なお、ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎは、アプリケーション
部１１０を介さずに、報知情報受信部１１２に転送されてもよい。
【０１４４】
　一方、上りリンクのユーザデータについては、アプリケーション部１１０からベースバ
ンド信号処理部１０８に入力され、ベースバンド信号処理部１０８で、再送制御の送信処
理や、チャネル符号化処理や、ＤＦＴ処理や、ＩＦＦＴ処理等が行われて、送受信部１０
６に転送される。
【０１４５】
　ベースバンド信号処理部１０８から出力されたベースバンド信号は、その後、送受信部
１０６で無線周波数帯に変換する周波数変換処理が施され、その後、アンプ部１０４で増
幅されて送受信アンテナ１０２より送信される。
【０１４６】
　前記上りリンクのユーザデータは、物理チャネルであるＰＵＳＣＨにマッピングされる
。すなわち、前記上りリンクのユーザデータがマッピングされたＰＵＳＣＨが、上述した
ように、ベースバンド信号処理部１０８、送受信部１０６、アンプ部１０４、送受信アン
テナ１０２を介して、基地局装置２００に送信される。
【０１４７】
　なお、後述するように、上りリンクにおいては、前記ＰＵＳＣＨに加えて、ＰＵＣＣＨ
やＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）や物理ランダムアク
セスチャネル（ＰＲＡＣＨ）も、上述したように、ベースバンド信号処理部１０８、送受
信部１０６、アンプ部１０４、送受信アンテナ１０２を介して、基地局装置２００に送信
されてもよい。
【０１４８】
　セル選択／再選択部１１４は、下りリンクのリファレンス信号（ＤＬ-ＲＳ：Ｄｏｎｗ
ｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を受け取り、移動通信システム内のセル
の受信信号品質を測定し、前記セルの受信信号品質に基づいて、セル選択／再選択を行う
ように構成されている。
【０１４９】
　また、セル選択／再選択部１１４は、上述したように、報知情報受信部１１２において
、「規制されているセル」と判定されたセルに、セル選択、あるいは、セル再選択しない
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ように構成されている。
【０１５０】
　ここで、「規制されているセル」と判定されたセルに、セル選択、あるいは、セル再選
択しないとは、例えば、「規制されているセル」と判定されたセルに、在圏しない、ある
いは、キャンプオンしないという動作であってもよい。尚、当該セルにセル選択、あるい
は、セル再選択しない場合、結果として、当該セルとの通信が禁止される。あるいは、当
該セルに在圏しない、あるいは、キャンプオンしない場合、結果として、当該セルとの通
信が禁止される。
【０１５１】
　尚、かかる受信信号品質は、例えば、下りリンクのリファレンス信号の受信レベル（Ｒ
ＳＲＰ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）であって
もよいし、ＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌ
ｉｔｙ）であってもよい。ここで、ＲＳＲＱとは、下りリンクのリファレンス信号の受信
電力を、下りリンクのＲＳＳＩ（Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）で割った値である。
【０１５２】
　ここで、ＲＳＳＩとは、移動局において観測されるトータルの受信レベルであり、熱雑
音や他セルからの干渉電力、自セルからの希望信号の電力等の全てを含んだ受信レベルの
ことである。あるいは、かかる受信信号品質は、例えば、希望信号電力対非希望信号電力
の比率で表現されてよく、ＳＩＲ（Ｓｉｇｎａｌ－ｔｏ－Ｉｎｔｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｒａ
ｔｉｏ）で表現されてよい。
【０１５３】
　以下、図４を参照して、本実施形態に係るユーザ装置１００ｎの動作について、簡単に
説明する。
【０１５４】
　図４に示すように、ステップＳ３０２において、ユーザ装置１００ｎは、報知情報によ
り通知される情報要素がサポートしない値であるか否かについて判定する。
【０１５５】
　ここで、前記情報要素とは、例えば、システム帯域幅を示す情報であってもよいし、上
りリンクの周波数を示す情報であってもよいし、キャリアアグリゲーションが行われる周
波数バンドを示す情報であってもよいし、上りリンクの制御情報を送信する周波数バンド
を示す情報であってもよいし、ランダムアクセスチャネルを送信する周波数バンドを示す
情報であってもよいし、ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎであっ
てもよい。あるいは、それらの情報の組み合わせであってもよい。
【０１５６】
　前記報知情報により通知される情報要素がサポートしない値である場合（ステップＳ３
０２：ＹＥＳ）、ステップＳ３０４に進み、当該セルを、規制されているセルとみなす。
ここで、当該セルとは、前記報知情報を送信するセルである。
【０１５７】
　一方、前記報知情報により通知される情報要素がサポートしない値でない場合（ステッ
プＳ３０２：ＮＯ）、本動作を終了する。
【０１５８】
　以下、図５を参照して、本実施形態に係るユーザ装置１００ｎの動作について、簡単に
説明する。
【０１５９】
　図５に示すように、ステップＳ４０２において、ユーザ装置１００ｎは、報知情報によ
り通知される情報要素がサポートしない値であるか否かについて判定する。ここで、前記
情報要素とは、例えば、ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎであっ
てもよい。
【０１６０】
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　あるいは、前記情報要素とは、例えば、上りリンクの周波数を示す情報であってもよい
し、キャリアアグリゲーションが行われる周波数バンドを示す情報であってもよいし、上
りリンクの制御情報を送信する周波数バンドを示す情報であってもよいし、ランダムアク
セスチャネルを送信する周波数バンドを示す情報であってもよいし、Ａｄｄｉｔｉｏｎａ
ｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎであってもよい。
【０１６１】
　前記報知情報により通知される情報要素がサポートしない値である場合（ステップＳ４
０２：ＹＥＳ）、ステップＳ４０４に進み、周波数が１０００ＭＨｚ以上であり、かつ、
１２００ＭＨｚ以下であるか否かを判定する。ここで、周波数とは、下りリンクの周波数
であってもよいし、上りリンクの周波数であってもよい。
【０１６２】
　前記周波数が１０００ＭＨｚ以上であり、かつ、１２００ＭＨｚ以下である場合（Ｓ４
０４：ＹＥＳ）、ステップＳ４０６に進み、当該セルを、規制されているセルとみなす。
ここで、当該セルとは、前記報知情報を送信するセルである。
【０１６３】
　一方、前記周波数が１０００ＭＨｚより小さい、または、１２００ＭＨｚより大きい場
合（Ｓ４０４：ＮＯ）、本動作を終了する。
【０１６４】
　また、ステップＳ４０２において、前記報知情報により通知される情報要素がサポート
しない値でない場合（ステップＳ４０２：ＮＯ）、本動作を終了する。
【０１６５】
以下、図６を参照して、本実施形態に係るユーザ装置１００ｎの動作について、簡単に説
明する。
【０１６６】
　図６に示すように、ステップＳ５０２において、ユーザ装置１００ｎは、報知情報によ
り通知される情報要素がサポートしない値であるか否かについて判定する。ここで、前記
情報要素とは、例えば、ＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎであっ
てもよい。
【０１６７】
　あるいは、前記情報要素とは、例えば、上りリンクの周波数を示す情報であってもよい
し、キャリアアグリゲーションが行われる周波数バンドを示す情報であってもよいし、上
りリンクの制御情報を送信する周波数バンドを示す情報であってもよいし、ランダムアク
セスチャネルを送信する周波数バンドを示す情報であってもよいし、Ａｄｄｉｔｉｏｎａ
ｌＳｐｅｃｔｒｕｍＥｍｉｓｓｉｏｎであってもよい。
【０１６８】
　前記報知情報により通知される情報要素がサポートしない値である場合（ステップＳ５
０２：ＹＥＳ）、ステップＳ５０４に進み、周波数が１０００ＭＨｚ以上であり、かつ、
１２００ＭＨｚ以下であり、かつ、システム帯域幅が２０ＭＨｚであるか否かを判定する
。ここで、周波数とは、下りリンクの周波数であってもよいし、上りリンクの周波数であ
ってもよい。
【０１６９】
　前記周波数が１０００ＭＨｚ以上であり、かつ、１２００ＭＨｚ以下であり、かつ、シ
ステム帯域幅が２０ＭＨｚである場合（Ｓ５０４：ＹＥＳ）、ステップＳ５０６に進み、
当該セルを、規制されているセルとみなす。ここで、当該セルとは、前記報知情報を送信
するセルである。
【０１７０】
　一方、前記周波数が１０００ＭＨｚより小さい、または、１２００ＭＨｚより大きい、
または、システム帯域幅が２０ＭＨｚでない場合（Ｓ５０４：ＮＯ）、本動作を終了する
。
【０１７１】
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　また、ステップＳ５０２において、前記報知情報により通知される情報要素がサポート
しない値でない場合（ステップＳ５０２：ＮＯ）、本動作を終了する。
【０１７２】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの作用・効果）
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、報知情報に含まれる情報が
サポートされない値である場合、他システムへの干渉を回避することが可能となり、適切
な移動通信を用いたサービスを提供することが可能となる。
【０１７３】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【０１７４】
　本実施形態の第１の特徴は、基地局装置２００が移動通信サービスを提供しているセル
５０において、基地局装置２００と無線通信するユーザ装置１００ｎであって、下りリン
クにおいて、報知情報を受信するように構成されている報知情報受信部１１２を具備し、
報知情報受信部１１２は、報知情報に含まれる情報がサポートされない値である場合に、
セル５０を、規制されているセルとみなすように構成されていてもよい。
【０１７５】
　本実施形態の第１の特徴において、セル５０に在圏するように構成されているセル選択
／再選択部１１４をさらに具備し、セル選択／再選択部１１４は、報知情報受信部１１２
が、セル５０を規制されているセルとみなした場合に、セル５０に在圏しないように構成
されていてもよい。
【０１７６】
　本実施形態の第１の特徴において、報知情報に含まれる情報は、システム帯域幅を示す
情報、上りリンクの周波数を示す情報、キャリアアグリゲーションが行われる周波数バン
ドを示す情報、上りリンクの制御情報を送信する周波数バンドを示す情報、ランダムアク
セスチャネルを送信する周波数バンドを示す情報、付加的なスペクトラムエミッション規
定が適用されるか否かを示す情報の少なくとも１つであってもよい。
【０１７７】
　本実施形態の第１の特徴において、報知情報に含まれる情報は、付加的なスペクトラム
エミッション規定が適用されるか否かを示す情報であってもよい。
【０１７８】
　本実施形態の第１の特徴において、報知情報受信部１１２は、付加的なスペクトラムエ
ミッション規定が適用されるか否かを示す情報がサポートされるか否かに加えて、周波数
とシステム帯域幅の少なくとも１つに基づいて、セル５０を、規制されているセルとみな
すか否かについて判定するように構成されていてもよい。
【０１７９】
　本実施形態の第２の特徴は、基地局装置２００が移動通信サービスを提供しているセル
５０において、基地局装置２００と無線通信するユーザ装置１００ｎにおける移動通信方
法であって、下りリンクにおいて、報知情報を受信する第１のステップを有し、第１のス
テップにおいて、報知情報に含まれる情報がサポートされない場合に、セル４０を、規制
されているセルとみなすことを要旨とする。
【０１８０】
　なお、上述の基地局装置２００及びユーザ装置１００ｎの動作は、ハードウェアによっ
て実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって
実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【０１８１】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
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【０１８２】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、基地局装置２００及びユーザ装置１００ｎ内に設けられていてもよい。ま
た、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして基地局装置
２００及びユーザ装置１００ｎ内に設けられていてもよい。
【０１８３】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１８４】
１０００…移動通信システム
４００…コアネットワーク
３００…アクセスゲートウェイ装置
２００…基地局装置
１００…ユーザ装置
１０２、２０２…送受信アンテナ
１０４、２０４…アンプ部
１０６、２０６…送受信部
１０８、２０８…ベースバンド信号処理部
２１０…呼処理部
２１２…伝送路インターフェース
１１０…アプリケーション部
１１２…報知情報受信部
１１４…セル選択／再選択部
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